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い
ま
「
暮
ら
し
が
大
変
」
「
何
と
か
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
国
民
の
声
に
は
耳
を
か
さ

ず
、
野
田
首
相
は
米
国
・
財
界
か
ら
言
わ
れ

る
ま
ま
に
「
消
費
税
10
％
へ
増
税
」
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
社
会
保
障
を
切
り
捨
て
、
日
本
経
済
を

壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移
設

を
強
引
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

総
選
挙
で
掲
げ
た
政
策
（
マ
二
フ
エ
ス
ト
）

は
投
げ
捨
て
ら
れ
、
政
権
交
代
を
掲
げ
た
二

大
政
党
づ
く
り
も
破
綻
寸
前
で
す
。

い
ま
こ
そ
「
米
国
・
財
界
い
い
な
り
政
治
」

か
ら
抜
け
だ
し
て
、
国
民
の
暮
ら
し
福
祉
優

先
の
政
治
に
転
換
を
は
か
る
た

め
に
頑
張
る
決
意
で
す
。

激
動
の
情
勢
の
な
か
で
の
、
新
年
の
幕
開

け
で
す
。
政
権
交
代
を
果
た
し
た
民
主
党
は
、

国
民
の
願
い
を
裏
切
り
大
暴
走
。

ま
た
、
橋
下
大
阪
市
長
の
よ
う
に
「
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
も
の
は
切
り
捨
て
る
」
と

い
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
独
裁
政
治
の
危
険

な
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
基
地
撤
去
、

原
発
ゼ
ロ
な
ど
様
々
な
課
題
で
の
運
動
が
広

が
り
「
こ
の
ま
ま
の
政
治
で
い
い
の
か
」
と
、

新
し
い
政
治
へ
模
索
と
探
求
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

私
も
、
被
災
者
支
援
、
脱
原
発
と
放
射
能

か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
取
り
組
み
、
医
療
や

介
護
・
保
育
、
教
育
の
拡
充
を
求
め
る
議
会

内
外
の
運
動
な
ど
を
通
じ
て
、
色
々
な
方
々

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

希
望
あ
る
新
し
い
政
治
を
つ
く

る
た
め
、
今
年
も
精
い
っ
ぱ
い
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

生
活
を
守
る
政
治
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
の
年
に

地
区
委
員
長

吉
田

年
男

２
０
１
２
年
、
希
望
の
年
に
！

日
本
共
産
党
都
議
会
議
員

あ
ぜ
上

三
和
子

昨
年
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
7
名
の

区
議
団
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
力
で
放
射
能
対
策
や
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
し
た
防
災
対
策
を
は
じ
め
介
護
施

設
、
保
育
所
の
増
設
な
ど
少
な
く
な
い
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

区
当
局
は
「
行
財
政
改
革
」
と
称
し
て
保

育
園
の
民
間
委
託
、
ガ
ン
検
診
の
有
料
化
、

区
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
利
用
料
の

値
上
げ
、
更
に
国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
な
ど
区
民
の
負
担
を
強
め
、
そ
の
一
方

で
、
７
０
０
億
円
を
超
す
「
た
め
込
み
基
金
」

や
豊
洲
へ
の
築
地
市
場
移
転
の
促
進
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で

「
基
金
を
区
民
の
暮
ら
し
に
活
用
せ

よ
」
「
食
の
安
全
を
守
れ
」
と
主
張

し
、
更
に
「
国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ
条

例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
そ
の
先
頭
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

希
望
の
も
て
る
政
治
へ

日
本
共
産
党
江
東
区
議
会
議
員
団

党
創
立
90
周
年
の
年
が
明

け
ま
し
た
。
志
位
委
員
長

の
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

冒
頭
に
３
つ
の
時
期
に
概
括
し
た

党
史
を
語
っ
て
い
ま
す
▼
戦
前
の

不
屈
な
先
駆
的
な
た
た
か
い
は
、

戦
後
党
の
発
展
に
結
実
し
ま
し
た
。

米
軍
占
領
下
の
「
50
年
問
題
」
を

ふ
く
め
た
第
２
の
時
期
と
安
保
闘

争
後
に
綱
領
を
確
定
し
た
第
３
の

時
期
は
、
私
た
ち
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
で
す
▼
「
政
治
対
決
の
弁
証

法
」
の
半
世
紀
。
特
に
１
９
７
６

年
「
春
日
質
問
」
、
89
年
「
天
安

門
事
件
」
、
91
年
「
ソ
連
解
体
」

等
々
、
そ
の
都
度
、
党
の
声
明
や

数
々
の
論
文
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か

え
て
活
動
し
、
日
本
共
産
党
は
い

ち
ば
ん
元
気
な
先
進
国
の
共
産
党

と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
▼
「
資
本
の
蓄
積
は
貧
困
の

蓄
積
と
照
応
し
て
い
る
」
と
マ
ル

ク
ス
が
解
明
し
た
よ
う
に
、
日
本

で
は
大
震
災
も
加
わ
り
貧
困
と
格

差
が
ひ
ろ
が
る
も
と
で
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

普
天
間
問
題
な
ど
、
国
民
に
は
大

き
な
政
治
災
害
が
ふ
り
か
か
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
▼
そ
の
一
方
で
は
、

基
地
撤
去
の
オ
ー
ル
沖
縄
、
原
発

ゼ
ロ
を
求
め
る
オ
ー
ル
福
島
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
の
農
林
漁
業
界
な
ど
、

政
治
不
信
に
乗
じ
た
反
動
的
策
動

に
隙
を
与
え
な
い
共
同
が
立
ち
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
、

試
さ
れ
ず
み
の
こ
の
党
を
大
き
く

し
て
、
消
費
税
増
税
、
保
育
、
医

療
、
介
護
、
年
金
改
悪
な
ど
く
ら

し
や
福
祉
を
破
壊
す
る
悪
政
に
立

ち
向
か
う
「
オ
ー
ル
日
本
」
を
め

ざ
し
て
、
新
し
い
政
治
の
幕
開
け

の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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「
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
署
名
で

す
！
」
「
原
発
か
ら
の
撤
退
を
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び

掛
け
る
と
、
振
り
返
り
署
名
し
て

く
れ
る
人
が
目
立
ち
ま
す
。
「
安

全
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、

再
稼
働
す
る
な
ん
て
ど
う
か
し
て

い
る
よ
！
俺
は
あ
た
ま
に
き
て
い

る
ん
だ
！
」
と
い
う
怒
り
の
声
や
、

「
こ
れ
ま
で
原
発
に
頼
り
す
ぎ
て

い
た
ん
だ
よ
。
安
全
を
第
一
に
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
い
ま
変
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
よ
ね
」
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
声

も
相
次
ぎ
ま
す
。

「
さ
よ
な
ら
原
発
・
江
東
」
で

は
昨
年
12
月
11
日
に
都
立
・
木
場

公
園
で
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を

お
こ
な
い
、
木
場
大
橋
の
た
も
と

で
は
、
毎
時
０
．
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
宣
伝
・
署
名
活
動
で
は
、

測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
ビ
ラ

も
一
緒
に
配
布
。
子
ど
も
連
れ
の

パ
パ
・
マ

マ
か
ら
は

「
将
来
の

こ
と
を
考

え
る
と
、

な
く
し
て

い
か
な
い

と
ダ
メ
で
す
よ
ね
」
「
食
べ
物
な

ど
、
何
を
食
べ
さ
せ
た
ら
い
い
の

か
不
安
」
な
ど
心
配
を
す
る
声
が

「
消
費
税
増
税
さ
れ
た
ら
困
る

よ
な
！
」
「
困
る
！
」
と
若
者
が

署
名
。
１
時
間
の
行
動
で
署
名
は

40
筆
、
３
人
が
消
費
税
を
な
く
す

会
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
を
な
く
す
会
・
江
東
の

事
務
局
長
松
永
三
代
子
さ
ん
は

「
大
き
な
国
民
運
動
に
し
て
消
費

税
増
税
を
や
め
さ
せ
な
く
て
は
」

と
話
し
ま
す
。

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
会
議
員
は

「
野
田
首
相
は
２
０
１
４
年
に
８

％
、
２
０
１
５
年
に
10
％
に
引
き

上
げ
る
と
表
明
。
社
会
保
障
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
制
度
改
悪
を
つ
づ

け
、
大
企
業
の
法
人
税
は
引
き
下

げ
る
一
方
で
、
庶
民
に
負
担
を
押

し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ご

一
緒
に
増
税
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

署
名
を
し
た
江
東
区
内
在
住
の

I
さ
ん
は
「
い
ま
は
年
金
暮
ら
し
、

こ
れ
以
上
消
費
税
が
上
が
っ
た
ら

生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。宣

伝
に
は
、
日
本
共
産
党
、
新

婦
人
江
東
支
部
な
ど
も
参
加
し
ま

し
た
。
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消
費
税
を
な
く
す
会
・
江
東

宣
伝
・
署
名
活
動

庶
民
い
じ
め
の
増
税
や
め
さ
せ
よ
う
！

江東区の開発の第二期には深川で猟師町

（漁師町）がつくられました。1629年頃、熊

井理左衛門ら8人の漁師代表が幕府に願書を

出し、隅田川東岸の永代橋近辺の干潟埋立工

事を始め、外郭に波よけの堤防を築いて数年

後に完成しました。

この町は漁師が大勢住んでいたので猟師町

と呼ばれ、8人の開発者を町名としていまし

たが、1695年の検地のさい新しい町名に改め

られました。

開発者の姓をとった町は、熊井町、相川町、

諸町（永代1丁目）、富吉町（永代2丁目）、

清住町（清澄1、2丁目）、二つの町を合わせ

ると九州佐賀湊に似ている佐賀町（佐賀1、2

丁目）、町内に流れる川にちなんだ黒江町

（永代2丁目）。のちに埋め立て前は島だっ

た大島町を加えました。

これらの猟師町は江戸町奉行の支配下にあ

り、年貢は幕府代官に納めました。

佐賀町には尾張家の御用菓子司の船橋屋や

藍玉問家があり、清住町には仙台藩屋敷があっ

て、南側の川を仙台堀川と呼びました。また

黒江町には明治になって江東区への市電第1

号が通り、諸町とともに築地に移転する前の

魚河岸がたちました。

猟師町と同じ頃（1627年）、深川永代寺の

開祖長盛上人は永代島を拝領し、6万5百坪の

土地を開発。2万2千坪余を永代寺と富岡八幡

の建設用地とし、他の3万8千坪余を門前の町

屋の敷地にあてました。これが富岡門前町、

門前仲町、東仲町、山本町など、今の門前仲

町、富岡町のおこりです。（昭和にはいった

1931年、富岡公園地、富岡門前町、門前東仲

町・数矢町が合併して富岡町となり、門前仲

町、門前山本町と蛤町・黒江町の一部が合併

して門前仲町となりました）

概説

（６）仙台掘川（明治末ごろ）

行
事
日
程

２
月
10
日
（
金
）
「
第
三
回
都

立
墨
東
病
院
存
続
の
会
総
会
」

18
時
〜
江
東
区
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー
（
第
四
研
修
室
）

２
月
15
日
（
水
）
「
江
東
区
民

春
闘
学
習
集
会
」
江
東
区
労

連

18
時
半
〜

江
東
文
化

セ
ン
タ
ー
（
第
四
研
修
室
）

２
月
16
日
（
木
）
「
税
金
学
習

決
起
集
会
」
江
東
税
制
民
主

協
会

19
時
〜
土
建
江
東
支

部
会
館

1
月
４
日
、
「
さ
よ
な
ら
原
発
・

江
東
」
は
、
深
川
不
動
尊
前
で

「
原
発
ゼ
ロ
宣
伝
・
署
名
」
を
20

名
の
参
加
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

1
月
４
日
、
消
費
税
を
な
く
す
会
・
江
東
は
、
富
岡
八
幡
宮
前
で

増
税
反
対
宣
伝
・
署
名
活
動
を
21
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

「さよなら原発・江東」原発ゼロ署名

安心して暮らせる日本を！
「猟師町八か町の成立」

あ
り
ま
し
た
。
署
名
は
１
時

間
あ
ま
り
で
65
筆
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

＊
訂
正

前
号
・
江
東
の
歴
史
（
５
）

の
22
行
目
に
「
浜
兵
衛
」
と

あ
り

ま

す

が

、

正

し

く
は

「
治
兵
衛
」
「
治
兵
衛
稲
荷
」

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
２
年

１
月
吉
日

こ
う
と
う
民
報
編
集
部

党と後援会・新春のつどい

日時：2月24日（金） 18時半～

場所：江東区総合区民センター

（2F・レクホール）

宮本徹 衆議院東京比例ブロック

候補も参加します！

主催：江東区日本共産党後援会
日本共産党江東地区委員会




